
作品番号：02600382

作品タイトル：金剛般若経開題残巻（63行）

作家：空海（弘法大師）筆　

キャプション：紙本墨書,1巻,   　弘法大師空海（774～835）が著した『能断金剛般若波羅蜜経』（唐、義浄訳）の開題で、空海自身の筆になるものである。開題とは、仏教経典の題目を解釈し、その大要を述べることをいうが、空海は「顕略（顕わで略した解釈）」と「深秘（深く秘められた解釈）」という二つの観点から密教的な立場で経題を解釈している。　この京都国立博物館本は、「是の如く四行の中に無量の徳を具す」から「五色の修多羅を亦、経と名づくるが故に」までの63行を存している。この自筆本は、草書に行書を交えた書体で書かれ、所々に抹消や修正などがあるところ (..)

コレクション：京都国立博物館

ソース：

撮影地：

撮影年月日：

学術名：

クレジット表記：(c)@KYOTOMUSE / Artefactory

モデルリリース：なし

プロパティリリース：なし

ピクセル数：5469px × 4330px

印刷サイズ：39.7cm × 31.4cm

データサイズ：20MByte

ファイル形式：JPEG

https://www.artefactoryimages.com/02600382/


